
（別紙３）

～ 2026年　4月　15日

（対象者数） 31名 （回答者数）
26名

～ 2026年　4月　25日

（対象者数） 8名 （回答者数）
8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・これまでにあった活動だけでなく新しい取り組みや要素を

増やしていく

・活動の継続と経過の振り返りを一緒に行う事での成長達成

感を味わう

・発表やロールプレイの場等互いに受け止めあう機会を増や

す

2

・活動の様子について本人からも伝えられる様な工夫を行う。

・活動の様子について写真や動画お送りする頻度を増やして行く

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・各種マニュアルについて引き続き周知を行っていく

・避難訓練の実施について発信力を高めていく

2

3

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間
2026年　4月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　5月　20日

○事業所名 sakura

○保護者評価実施期間
2026年　3月　18日

○保護者評価有効回答数

楽しんで利用していただけている

・創作活動、レクリエーション、ヘルマンハープなどの屋内活

　動と、畑での屋外活動

・発達に応じて司会やお手本役ロールプレイ等色々な役割を担

う

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者への活動の共有

・ヘルマンハープの演奏や作った作品などを撮影し保護者へ

　ライン等で送る事で様子を共有している

・連絡帳や送迎時口頭でその日の様子をお伝えする

・送迎時伝えきれなかった内容などは電話で活動終了後にお伝

　えする

・モニタリング時に達成状況などをお伝えし変化や様子を伝える

安全管理の不透明さ
・各種防災避難マニュアル等について、契約時に伝えているが

不十分だったのではないか。

事業所における自己評価総括表公表


